
コルクウッディフローリング

トッパーコルク

下地

施工説明書

施工前の注意事項

●下地はスラブ厚が150mm以上あることが基本となります。
●モルタルが充分に乾燥してから床材を施工してください。（打設後3週間以上）

●モルタルは平滑に仕上げ、不陸は1mにつき3mm以下にしてください。
　3mm以上の場合は建築側に事前に補修を依頼してください。
●モルタル表面の付着物や突起物は削って平滑にしてください。
●モルタル表面の砂やゴミは接着不良の原因となります。充分に清掃してから施工してください。

①モルタル上に1昼夜放置した新聞紙が湿らない程度
②モルタル表面をビニールでおおい、1昼夜おいた後ビニールの内側が結露していない程度
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保管
●直射日光や雨を避け、高温多湿でない風通しの良い場所に水平に保管してください。
●開梱後、長時間放置しないでください。（施工が翌日にかかるときは、再梱包してください。）
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仮並べ
●床材の表面は天然材を使用していますので1枚毎に色柄が異なります。
　施工前に仮並べを行い、色柄のバランスを考慮して割付けてください。

※品質管理には万全を期しておりますが、極端に色柄の異なったものがございまし　 
　たら、販売店様、最寄りの弊社営業部門まで速やかにご連絡ください。

●幅木は必ず床材施工の後で施工してください。
●幅木は部屋周辺部の床と壁の隙間が隠れる程度の厚さのものを使用してください。
●本製品は屋内用です。屋外および土足での使用は避けてください。
●施工は直貼りの接着工法です。釘は絶対に使用しないでください。
●その他、ご不明な点がございましたら弊社営業部門までお問い合わせください。
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その他4

〈乾燥状態の簡単な確認方法〉
施工貼り替えや修繕は多大な労力と経費を要しますので、

必ず施工前に仮並べをしてください。

乾燥が不充分な場合、沈み、床鳴り、浮き、突き上げ等の原因になります。

この度は弊社床材をご採用いただき有難うございます。製品
の特性を充分に生かし、安全でより美しい仕上がりに施工して
いただくために施工前には必ず施工説明書をご一読ください。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、
人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示します。

警告

この施工説明書には、あなたや他の人への危害や財産の損害を未

然に防ぎ、製品を安全にお使いいただくために守っていただきたい

事項を示しています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

CWGL4-145 床暖房対応
遮 音 床 材

施工の手順
施工に必要な材料・道具1

●床材
　コルクウッディフローリングCWGL4-145 ： 15×290×900mm、
　12枚／ケース、3.13m2

※下記のものが床材に同梱されているか確認してください。
　①際根太用合板　②クサビ　③施工説明書（本書）

●施工用専用接着剤　直貼り床材施工用ボンド KU-928R（環境対応型、低臭タイプ・ウレタン系）
室温条件
撹拌

塗布後貼り付け可能時間
塗布量の目安
オープンタイプ
再圧着
養生時間

接着剤がフロア表面に
付着した場合

その他

有効期間
特記事項

5℃以下の場合は硬化が著しく遅れますので、室温を5℃以上に上げてから施工してください。
撹拌の必要はありません。
塗布後40分以内
500g/m2（専用クシ目ゴテでムラなく塗布する）
塗布直後から貼り合わせ可能です。オープンタイムをとっても粘着力は出ません。
不陸などで床材が浮いている場合はよく押さえてください。
実用強度3日
硬化すると取れなくなりますので、付着したらすぐに溶剤などを含ませたウエスで拭き取ってください。
（有機溶剤を使用する場合には、床材表面に影響が出ないか確認の上ご使用ください。）
一度開封した缶はできるだけ早く使用してください。
使用した器具類は使用後ただちに溶剤などで洗浄してください。

製造後6ヶ月（未開封）
湿気厳禁

①接着剤には急性の毒性があります。
　〈防止対策〉
　●窓やドアを出来る限り解放して充分な換気をとってください。

警告

※本製品は接着施工です。接着剤には、毒性がありますのでご使用の際には下記事項を充分に注意してください。

②保管上の注意……直射日光を避け、冷暗所に保管してください。
　（労働安全衛生法等法令の定めるところに従う。）
　※接着剤の取扱い説明書もあわせてご一読ください。

●ウエス、溶剤
   （床材表面などに付着した接着剤を拭き取るため）
●ゴムハンマー
   （黒色ゴムは床表面に付着しますので使用しないでください。）
●墨つぼ　　
●重し　　　

●その他、丸鋸、かんな、さしがね等加工道具

JAS複合フローリングF☆☆☆☆



施工の手順

下地表面の付着物や突起は、金ベラ等でけずり平滑にした後良く清掃してください。
また、油が付着している場合も完全に取り除いてください。

下地の清掃2

①際根太は、同梱の際根太
　用合板を幅20～50mmに
　カットして使用してください。

際根太の取付・際部の処理4

油・砂・ゴミ等は接着不良の原因になります。

●上り框・敷居・ドア下枠等の突きつけ部については際根太と床材とを固定しますが、壁際の幅木の下部分については際根太と床材とを固定しません。
●これは床暖使用時の収縮による隙間を部屋の周辺部で逃げるためですので、床材の長手方向の両端が突きつけになるような施工は絶対にやめてください。
●壁際の幅木の下部分については際根太を入れなくても構いませんが、壁際を歩いたときや、壁際に家具を置いたときに幅木の下に隙間が生じます。

②際根太を設置する部分は、
　製品の裏面緩衝材を際根
　太より少し大きめの幅では
　がしてください。

③下地面に接着剤を塗布し、
　際根太をおき、上から良く
　押さえます。

④下地面の不陸により、際
　根太がなじまずに浮いて
　いる場合はコンクリートネ
　イルで固定するか、際根太
　の長さを短くして下地面に
　なじませてください。

①部屋の中央部に基準線を引きます。
②廊下部分などとの取り合いを考慮し、貼り始めの位置を決定し、基準線を平行移
　動してください。（廊下部分と目を通す場合は、廊下を基準にして貼り始めの基準
　線を決定すると割付けがうまくいきやすくなります。）

③床材を仮並べして、色柄のバランスをとります。

④縦のジョイントを同列に並べる流し貼りを基本とします。

割付け・墨出し3

基準線

スタート線

平行移動 廊下

貼り始め

290mm
部屋

部屋

● 流し貼り
縦ジョイントを揃える

際根太用合板

20～50mm

合板基材

裏面緩衝材

はがす

際根太
接着剤

浮く場合

コンクリート
ネイル

短くする



①施工用接着剤KU-928Rを
　専用クシ目ゴテを使用し下地面に塗布してください。
②一度にたくさん塗布せず、床材1列分ずつ塗布してください。

●框、敷居、ドア下枠、見切り等の場合

接着剤の塗布5

①床材を切断し、オスザネが直接壁に接する場合はオス
　ザネを切りおとし、壁に向かって右端よりメスザネ側を
　手前にして基準線にそろえて施工してください。

貼り始め6

上り框・敷居・ドア下枠等の突きつけ部分に
ついては際根太上にも接着剤を塗布してください。

隙間をあけないと、床材が伸びたときに突き上げや床鳴りの原因となります。

●壁際の幅木の下の場合

壁際の幅木の下部分については際根太上には
接着剤を塗布しないでください。

●必ず指定の接着剤・クシ目ゴテを使用してください。（指定以外のものを使用すると床鳴りの発生や接着不良の原因となります。）
●接着剤の説明書・注意事項をよくお読みの上ご使用ください。

②床材の伸びを吸収するために、同梱の  
　クサビや合板により壁際に2～3mmの
　隙間をあけてください。

③下地の不陸などで床材が浮く場合は、重りをのせてなじませてください。

④接着施工のため接着剤が硬化するまでは動きますので、基準となる
　1枚目は動かないようにしっかりと固定してください。

際根太

接着剤を
塗布する

接着剤塗布しない

接着剤塗布する

際根太

框、敷居、ドア下枠、見切り等

専用
クシ目ゴテ

指定接着剤
KU-928R

①1枚目のエンド部のメスザネに2枚目のオスザネを
　のせながらサネを合わせ、基準線に沿って貼ります。

2枚目以降の施工7
②以下順次、基準線に合わせて
　サネを差し込みながら貼り進めます。　

接着剤がはみ出した場合は、乾いたウエスまたは
溶剤をしみこませたウエスで拭き取ってください。
硬化すると取れなくなります。（水は不可）

2枚目以降をはめ込む際は、床材を1枚目の近く
において、出来るだけずらさないようにしてサネを
差し込んでください。サネを差し込む時に床材を
接着剤上でずらすと、サネの下側にノリダマリが
でき、その部分だけ歩行感が硬くなります。

2枚目以降ははめ込む際は、きつくつめすぎない
ようにしてください。きつくつめすぎると床鳴りの
原因となることがあります。

ずらす長さが大きすぎると

ノリダマリが
できる

サイド側のサネをさし込む

オスザネ側

メスザネ側

エンド側のサネを先に合わせて

クサビ、合板等

壁際は2～3mm
隙間をあける



①2列目部分に接着剤を塗布します。
②1列目のメスザネにオスザネをはめ込みます。この際、壁際は隙間をあけるようにしてください。
③以下順次貼り進めます。

2列目以降の施工8

①幅木は、部屋の周辺部の隙間を隠すように施工して
　ください。

幅木取付10
①施工後は傷や水漏れから床を守るため、床をきれいに清掃し、養生シートを養生テープで止めて充分に養生してください。
②養生シートの上からペンキや雨水がかかるとシミになることがありますので注意してください。
③全ての内装工事、設備工事が終わり、脚立や道具等を持ち込まなくなってから養生シートをはずしてください。

養生11

①貼りじまいは、床材どうしに隙間が生じない程度に寄せて、合板ま
　たはクサビで隙間をあけてください。
②施工終了後、床表面を検査し、隙間がある場合は詰めて、接着剤
　がついている場合は速やかに拭き取ってください。接着剤が硬化
　すると、床材が動かず拭き取ることもできません。
③隙間確保のためのクサビや合板は1日後に取り外してください。

貼りじまい9
施工の手順

施工後は、換気を充分にしてください。高温多湿の状態で締め切っていますと、床材の
突き上げの原因になることがあります。

人・地球環境を考える 本　　社   大阪府大東市新田中町5-1　
TEL.072-872-5691　FAX.072-872-5695
ホームページ　http://www.toa-cork.co.jp

幅木

際根太
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